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1. 目的  

 宮城県南部の平成２４年３月２７日現在に至るまでの空間線量率の時間変化を調べる。 

 

2. 方法 

 東北大学は、２０１１年３月１５日以降、宮城県の南部の空間線量率を毎週測定している。測定はＮａ

Ｉサーべーメーターで行っている。測定データを用いて、２０１２年３月１日までの時間変化を作成する。 

 

3．結果（平成２４年３月２７日発表） 

 図１に東北大学が空間線量率を毎週測定している観測点を示す。観測場所は７箇所である。図中のグラ

フは、各観測点での空間線量率の時間変化を示す。全体的に Cs-134 の半減期とウェザリング効果によって

少しづつ減衰していることが分かる。 

 

            図１ 宮城県南部における空間線量率の時間的変化 
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